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パネル発表要旨　2012.  7.22� 『デザイン理論』 61/2012

　オーディオスピーカーに於いて小口径のス
ピーカーユニットを用いる場合、低音域を伸
ばす為バスレフ方式を用いる場合があります。
低域には指向性が無く音源の位置を選ばない
とも言われますが（３Ｄシステム等では左右
の低音域部分のスピーカーボックスを共通に
しています）今までに無い方式でスピーカー
ユニットと低域増幅のバスレフスリットを同
軸上に配置し、音像の定位を良くしながら、
室内空間に心地良く音が広がる無指向性のス
ピーカーシステムをデザイン提案したもので
す。また、音を楽しむと共にインテリアのア
クセントとなるように音響デフューザー（拡
散器）を円錐状の透明アクリルのブロックと
しブルー LED を内蔵し視覚的にも楽しめる
モノとしました。（ＣＧスケッチ５／６）

　この研究は、2006年から継続して行ってき
たもので当初のデザインは写真１です。小口
径のスピーカーユニットを紙管の端面に置き
円錐状の音響デフューザーをその上部に配置、
全方向に音を広げようとするもので、この組
み合わせを上下に結合し無指向性スピーカー
を同軸状に配置したシステムでした。

　2007〜8年にはこのシステムを踏襲しなが
ら上下のボックスをリング状に合体させた形
状を検討しました（ＣＧスケッチ２）このシ
ステムでは透明アクリルの音響デフューザー
が上下２重となる為、同軸状のスピーカーユ
ニットに距離が開きドーナツ状の一部が大き
く切り取られること（ＣＧスケッチ３）とな
りドーナツとしての形状が生かせないと感じ
ました。2009年から10年にかけてドーナツ形
状を生かすデザインを考慮したワンスピー上　写真１

上　ＣＧスケッチ２
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カーユニットの密閉型のデザインで試作いた
しました。（写真４）音の広がりもよくドー
ナツ形状が生かせたものに仕上がりましたが、
音的には少しヌケが悪くこもった様なところ
が気なりました（ユニットの問題かも？）。

　2011～12年にその改良型としてバスレフダ
クトの開口部をスリット状にし、音響デ
フューザーを一つにしてスピーカーユニット
と同軸状に配置しました。これにより音のこ
もりも改善され小口径でより低音域が広がっ
たシステムとなりました。
　心地よいサウンドがインテリア空間に広
がっていくシステムとしてデザインしたもの
です。メインの灯りを消しお気に入りの音楽
を聴きながらゆったりと一日の終わりを美味

しいお酒でもいただきながらこのブルー
LED の淡い光の中で過ごして頂きたいシス
テムとして提案したものです。

　今後も研究を続けより完成度の高いシステ
ムを目指しております。

上　ＣＧスケッチ３　下　写真４ 上　ＣＧスケッチ５　下　ＣＧスケッチ６


